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特定湖沼等環境保全事業

大潟村干拓地から八郎湖への全窒素・全リン流入量解析

玉田将文 松渕亜希子

1. 背景と目的

秋田県の八郎湖（図 1）は，1977 年の干拓事業
完了以降に富栄養化が進行し，広範囲なアオコ発

生等の水質汚濁が課題となっている。そのため

2007 年に湖沼法の指定湖沼となり，秋田県は湖
沼水質保全計画に基づく各種対策を実施してき

たが，富栄養化の指標である全窒素及び全リン

（以後，T-N・T-P）の環境基準点における年平
均濃度は，環境基準を超過しており 1)，その低減

が必要である。八郎湖への主要な T-N・T-P流入
源は農地や山林等であり 2)，効果的な負荷削減対

策の検討には，負荷の実態・特性・機構等を把握

するための調査を実施する必要がある 3)。しか

し，八郎湖への流入負荷割合が高い大潟村 4) か

らの T-N・T-P 流入量は近年報告が少ない。そこ
で今回，大潟村干拓地から八郎湖への T-N・T-P
流入量等を解析したので，その結果を報告する。

2. 方法

南部排水機場及び北部排水機場（以後，両排水

機場）にて，毎月 1回採取した水試料を JIS K 0102
に従い分析し，T-N・T-P 濃度（mg/L）を求め，
採水日排水量との積から採水日の T-N・T-P排水
負荷量を算出した。その対数と 2006～2017 年度
の両排水機場における日排水量の対数との関係

から回帰係数 a, b を求め，式 1）の L-Q 式を決
定した。

式 1） L1=aQ1b
L1；両排水機場から八郎湖への日排水負荷量

（ t），a, b；回帰係数，Q1；両排水機場から八
郎湖への日排水量（m3）

なお，大潟村干拓地の大部分が水田であり，灌

漑期（5月 1 日～9 月 10 日）及び非灌漑期（9 月
11 日～4 月 30 日）5) において施肥の有無や用水

経路に相違がある場合，上記の回帰係数が異なる

可能性が指摘されている 6)。そこで，灌漑期及び

非灌漑期別に回帰係数 a, b を求め，L-Q 式を決
定した。また，2010～2017 年度における大潟村
干拓地周縁に位置する 19 箇所の農業用水取水口
からの用水負荷量（L2）を，近傍調査地点の試
料中 T-N・T-P濃度（C：mg/L）を用いた式 2）に

より，大潟村から八郎湖への流入量（TL）を式 3）

により算出した。

式 2）L2=C×Q2
Q2；農業用水取水口からの用水量（m3）
式 3）TL=L1 - L2

表 1 両排水機場における TN/TP の L-Q 式

南部排水機場 北部排水機場

灌漑期（n=54） 非灌漑期（n=77） 灌漑期（n=54） 非灌漑期（n=77）

T-N L1=7.20E-04Q11.10E+00 L1=9.49E-04Q11.10E+00 L1=3.32E-04Q11.20E+00 L1=1.72E-03Q19.65E-01

T-P L1=3.17E-04Q19.70E-01 L1=4.14E-03Q16.10E-01 L1=3.08E-05Q11.26E+00 L1=1.38E-04Q19.98E-01

図 1 八郎湖 概略図
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3．結果と考察

3.1 八郎湖水温と大潟村気温との関係

式 1）の L-Q 式を表 1に示した。T-N について
は，南部排水機場の灌漑期の方が非灌漑期と比較

して同排水量に対する排水負荷量が小さい傾向

となった。この理由として，水田湛水下の還元層

での脱窒作用による，無機態窒素の減少が推察さ

れた 6,7)。

T-N 排水負荷量は，588～750 t（平均 676 t），
南部排水機場の負荷割合は 55～68 %（図 2）で
あった。また，T-P 排水負荷量は 93～113 t（平
均 105 t），南部排水機場の負荷割合は 62～74 %
であった （図 3）。なお，2010～2017 年度にお
ける大潟村干拓地から八郎湖への T-N 流入量は
329 tから 582 t , 同 T-P流入量は 72 tから 99 t の
間で推移していた。
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図 2 両排水機場からの T-N 排水負荷量(L1)の経年変化(2006～2017 年度)

図 3 両排水機場からの T-P 排水負荷量(L1)の経年変化(2006～2017 年度)
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